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 県内の新型コロナウイルス感染状況は警報レベルが継続しており、さらに終息したはずのインフルエンザの

再流行が懸念されています。症状もほとんど同じなので見極めが難しいため、自己判断せずに医療機関 

に受診していくことが必要だと思います。 

また、国の方針として令和 5 年 9 月 20 日から令和 6 年 3 月 31 日の間、生後 6 か月以上の 

すべての方に対して、コロナワクチン接種を無料で始めます。10 月からインフルエンザワクチン 

接種が開始されますが、罹患した方を含めその前に是非接種しておきましょう！ 

 

 

●当院での職員コロナワクチン接種案内 

接種日：9月 21日（木）から毎週水・木曜日 9：30～と 16時～ 

接種場所：午前は外来、午後は 1階リハビリステーションセンター（一般市民と同じ会場） 

接種券は順次発行中ですが、届いてない方も接種可能、職員家族の接種可能 

コロナ罹患した方も株が変わってきており、今流行の株に対応しているため接種を推奨します 

 

●オミクロン株 XBB1.5に対する治療薬とワクチン効果は? 

現在流行のオミクロン株 XBB.1.5 は XBB 系統と比べて、実効再生産数が 1.2 倍高いため感染力が高まり感染が拡

大している理由です。 

【治療薬効果】4 種類の抗ウイルス薬のレムデシビル（ベクルリー）、モルヌピラビル（ラブゲリオ）、ニルマトレルビル/

リトナビル（パキロビット）、エンシトレルビル（ゾコーバ）4種類のすべての抗ウイルス薬が、XBB.1.5に対して高い増殖

抑制効果を示し、従来株（武漢由来の株）や BA.2、XBB に対する効果と同程度の効果を維持していたことからも

XBB.1.5は、抗ウイルス薬が有効であることが示唆されました。当院に受診した方には希望があれば院内処方可能で

すが、お薬手帳の持参をお願いします。 

【ワクチン効果】ワクチンや感染によって誘導される免疫を効果的に回避することができ、BA.4/5対応 2価ワクチンに

よって免疫応答を改善できることが示唆されました。現在流行の XBB.1.5に対しては、現行 2価ワクチンよりも高い中

和抗体価の上昇等が期待されることから、重症化予防効果はもとより、発症予防効果の向上が期待されると考えら

れています。 

 



 

 

★8 月の使用量は 7 月と比較して大差がありませんでした。体調不良で休まれる方が多く使用量が増加しなかっ

た要因もありますが、だからこそ意識をして手指衛生を行いましょう！ 

 

★2023年 アルコール手指消毒剤使用量報告 
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